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てきました．全長約 660 m，高さ海抜 14 m の防潮
堤．これが最終的に何をもたらしたかというと，こ
の防潮堤工事の影響によって，「保全区」の 17% を
残して，ハマナスの群生地が消滅してしまうという
こと．つまり，ハマナスの消滅と引き換えにこの堤
防を作ろうとしている．これはほんとに正しいこと
なのだろうかという視点です．
　「『住民の命』を最優先に各地で巨大な防潮堤の整
備が進んできたが，復興のあり方を見つめ直し，環
境保全や自然との調和にも目が向けられるように」
ようやくなってきたのではないか．私は，これは一
つの転換点になり得るものだと思っています．
　そして確かに「復興事業はスピードが求められる
が，生態系を大きく損なわないように事前調査を行
う仕組みを作るべき」「防潮堤のあり方は，震災後
の街づくりに直結する．時間をかけてみんなで考え
るべき」，私が今日言いたいこともこれです．私に
答えなど何もありません．けれど，この百年間がた
ぶん非常に大きな文明の転換点になると，私は考え
ています．これは，世界中の人間が真剣に考えなけ
ればいけない問題だと見ているのです．
　『北の国から』で有名な倉本聰さんは，西欧の「文
明社会」の定義はエコノミー，エコロジー，カル
チャーの鼎立状態，三脚のようにバランスがとれてい
る状態であるとしたうえで，現代社会，特に日本は
エコノミーだけが突出していないかと問う．このバラ
ンスをもう一度考えるべきだ．つまり，文明社会をも
う一度見つめるべきときに，今は来ている，と．
　そこで，宮崎駿さんです．『もののけ姫』をご覧
になった先生もいらっしゃいますでしょうか．いち
ばん最後にデイダラボッチという存在が出てきま
す．生と死，その全てを内に孕んだ自然という力の
象徴として出現し，これが町もそして自然も破壊し
ながら，最後に再生がやってくるという物語です．
震災のときに彼が書いたこと，「文明論を語る時で
はない」と言いながらも，彼はこの後，文明論を語
り始めます．「放射能が届かないからいい，俺の所
にはガソリンがあるからいいという問題ではない」
「どういう国を作っていくか，いや応なく問われる」
「英知を集め，若者が生き生きとし」，この辺りはい
かにも宮崎さんらしい言い方ですが，英知を集めて
新しい文明のあり方をもう一度考えるべきだと，彼
は提唱しています．
　人間が大事でないと言っているのではない．人間
だけが大事だ，人間がいちばん大事だというのが本
当に正しいのか．つまり，自然と一体化した人間の
姿，ヘルダーリンが唱えたものこそが，今後目指す
べき一つの姿ではないか．宮崎さんは自然保護活動
もやっています．私もこれに参加していましたが，
宮崎さん自身がこういう保全活動をしている．彼自
身，アニメーションとともにこういう活動も続けて
いるのです．
　先ほど第4の転換期ということを紹介しましたが，
私がモダン終焉ということの一つの重要なポイント
と考えているのは，大規模な地球環境破壊です．
　ローマ帝国の衰亡の原因は農業の衰退と極端な貧
富の格差でした．これによって，永遠の帝国と思わ
れていたローマ帝国は滅亡します．中世社会にとっ
てはペストの大流行が大きな原因のひとつとなりま
した．これは先生方のほうがより詳しいかもしれま
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せん．このペストの大流行に対して，当時の社会の
基盤であったキリスト教会があまりにも無力であっ
たということ．さらに，キリスト教会は免罪符を発
行し，十字軍後の財政の立て直しを図る．そうした
中で宗教改革が起こり，それ以前の基盤が根底から
否定される時代．これが第 2 の大転換期でした．第
3 が，特権階級を頂点とするピラミッド社会が限界
に達して，産業革命以降の近代社会が新たにスター
トする市民社会です．
　そして，今回の第 4 の転換期の問題は，私は地球
環境破壊の問題だと考えています．私はスライドに
「資本主義社会の免罪符とは ?」と書きましたけれ
ども，例えば，今の経済を立て直すのに，もっと資
本主義社会の経済活動に参加しましょう，もっとた
くさん買いましょう，もっと経済を流通させましょ
う，これでわれわれの社会は立ち直るというのです
が，本当にそうなのでしょうか．これはもうほとん
ど免罪符に等しい．そうすれば社会は持ち直します
よと言っていた，中世末期の時代のキリスト教会の
過ちと何も違わないのではないかと，私自身は考え
ています．
　ルネサンスは人間の価値の上昇への展開でした．
近代はそれが絶対化しました．私は，今後はその相
対化への展望が必要だと考えています．しかし，こ
れは私一人が考えてどうこうなる問題ではありませ
ん．今世紀がもしかしたら大きな転換点になるかも
しれないということに関して，もし，ご意見，ご共
感がいただけるのであれば，その多くの知恵を先生
方にもお貸しいただきたいというふうに願っており
ます．
　以上，ご清聴ありがとうございました．
○座長　田中周一先生，ありがとうございました．
歴史の中から，われわれの今後の生き方まで，非常
に示唆に溢れるお話だったと思います．お時間が
ちょっと過ぎていますが，もしご質問ございました
ら，お一方だけ．よろしいですか．本当はいろんな
ご質問を受けたいのですけれども，たっぷりお話し
ていただいたのでお時間がオーバーしてしまいまし
た．では，これで田中周一先生の教育講演を閉じさ
せていただきたいと思います．田中周一先生，あり
がとうございました．
○田中　どうもありがとうございました．
